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平成 2年国体 (相撲競技 )を 町民挙げて成功 させま しょう。

志
免
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

「体育協会」・……通称「体協」 と言 っています。

「志免町体協」では、町民の健康 と融和、青少年の健全育成 をスローガンに活動 を進めています。

そのような中で、最近のスポーツは、競技志向型のグループや健康 グループ、少年グループなど多様化 して

います。

なかでも、個人の趣味や健康づ くり等の欲求を満たすだけで、社会体育組織加入について「忙 しいから .′ _|

「出事が多くなるから .′ 」とかいう理由で加入いただけないスポーツクラブが増 えつつあり残念でなりません
=

真の社会体育の振興 をめざして町民の皆 さんとともに「体協」 も力を合せて、頑張 りたいと願っております ,

ヽ ァ

「広報じめまち」と一緒に保管していただければ幸いです。
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志
免
町
の
皆
さ
ん
、
如
何
が
お
過
し

で
し

よ
う
か
。

新
年
を
迎
え
た
も
の
の
陛
下
の
崩
御
、

そ
し
て
平
成
と
云
う
新
し
い
年
号
な
ど

多
忙
な
年
明
で
し
た
。
私
は
、
こ
れ
で

二
代
の
年
号
と
な
り
ま
し
た
。

戦
争
、
敗
戦
、
食
糧
難
、
平
和
、
特

に
軍
隊
で
は
長
崎
で
原
爆
患
者
の
救
護

活
動
と
い
う
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た

が
、
今
は
平
和
な
時
代
、
そ
の
上
健
康

で
あ
る
喜
び
を
し
み
じ
み
と
か
み
じ
め
、

協
会
発
展
に
が
ん
ば
ら
ね
ば
と
思
う
毎

日
で
す
ｃ

本
年
は
、
志
免
町
も
国
体
の
前
哺
戦

で
あ
る

「
ミ
ニ
」
国
体
と

一
層
多
忙
と

責
任
を
感
じ
な
が
ら
体
協
が
町
民
の
先

頭
に
立
ち
自
か
ら
体
験
と
協
力
を
せ
ね

ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

幸
に
巳
年
、
ど
ん
な
障
害
も
乗
り
越

え
こ
つ
こ
つ
と
ね
ば
り
強
く
努
力
し
本

協
会
が
飛
躍
す
る
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、

町
民
の
深

い
御
理
解
と
御
協
力
に
よ
り

会
員
が

一
致
協
力

一
九
と
な
り
大
き
く

繁
栄
す
る
よ
う
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
御
承
知
の
ご

と
く
毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
る
、

青
少
年
の
兇
悪
な
犯
罪
や
交
通
事
故
等

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

「健
全
な
る
精
神
は
健
全
な
る
身
体

に
宿
る
」
と
言

い
ま
す
。
我
が
町
も
青

少
年
の
健
全
育
成
が
急
務
な
よ
う
に
思

え
て
な
り
ま
せ
ん
ｃ　
一
人
で
も
多
く
の

青
少
年
に
ス
ポ
ー
ツ
を
熱
中
さ
せ
る
の

も

一
つ
の
手
段
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

又
、
複
雑
化
し
た
社
会
環
境
の
中
で

隣
の
人
と
挨
拶
は
も
と
よ
り
回
も
き
か

な
い
と
い
う
現
代
の
殺
伐
と
し
た
世
の

中
、
町
民
の
皆
さ
ん

一
人

一
人
が
身
近

で
自
分
に
合

っ
た
ス
ポ
ー
ツ
で

一
汗
流

す
こ
と
で
融
和
と
協
調
、
そ
れ
が
青
少

年
の
犯
罪
の
な

い
明
る
い
町
に
な
り
は

し
な

い
で
し
ょ
う
か
。

私
事
で
す
が
早
朝
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
子

供
達
と
の
剣
道
の
練
習
で
汗
を
流
し
た

後
の
壮
快
さ
、
ど
ん
な
粗
末
な
食
事
で

も
こ
ん
な
に
美
味
く
な
る
も
の
か
特
に

一
杯
の
晩
酌
の
美
味
し
い
こ
と
、
ス
ポ

ー
ツ
を
や
ら
な

い
時
と
は
格
段
の
相
違

に
ス
ポ
ー
ツ
の
有
難
さ
を
痛
切
に
感
じ

て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん

「健
康
で

明
る
い
家
庭
は
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
」

一
汗

流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

終
り
に
な
り
ま
し
た
が
町
行
政
と
町

民
の
皆
さ
ん
の
日
頃
の
御
協
力
に
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
私
の
挨
拶
と
致
し

ま
す
ｃ
ど
う
か
皆
さ
ん
、
本
年
も

一
層
体
協

会

長

あ

い

さ

つ

広
が
る
な
情
と
連
帯
の
輔
の
中
で
″

―

大
熱
戦
の
郡
民
体
育
大
会
８８
１

新
宮
町
を
主
会
場
に
、
昨
年
８
月
２１
日
０
、
第
３７
回
粕
屋
郡

民
体
育
大
会
が
開
か
れ
、
粕
屋
郡
８
町
か
ら
約
二
千
人
の
選
手

が
参
加
、
陸
上
、
剣
道
な
ど
１０
競
技
で
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

志
免
町
か
ら
も
二
八
〇
名
の
選
手
が
出
場
、
陸
上
で
総
合
優

勝
し
た
ほ
か
、
各
種
目
で
健
闘
し
ま
し
た
）

※

大
会
成
績

（団
体
三
位
以
内
の
み
）

―
―
‐
陸
　
上

▽
総
合
優
勝
　
　
　
▽

一
般
男
子
＝
二
位

▽
青
年
男
子
＝
優
勝
　
▽
青
年
女
子
＝
二
位

▽
年
令
別
男
１
四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
ー
優
勝

―

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
　

‐―

▽

一
般
男
子
＝
二
位

▽

一
般
女
子
＝
二
位

―

―
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

‐―

▽
青
年
男
子
＝
三
位

▽
青
年
女
子
＝
三
位

―
―

剣
　
道

‐―
―

▽

一
般
男
子
＝
優
勝

▽
青
年
男
子
＝
優
勝

相

撲

―
―

▽

一
般
の
部
＝
二
位

―
―

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

‐―
―

▽

一
般
女
子
＝
三
位

‐
卓
　
球

▽

一
般
の
部
＝
二
位

―
―

軟
式
庭
球

―
―

▽
団
　
　
体
＝
優
勝

平
成
二
年

と
び
う
め
国
体
相
撲
競
技
を

成
功
さ
せ
よ
う
〃
¨

国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
あ
る
国
体
が
平
成
二

年

に
福
岡
県

で
開
催

さ
れ
、
志
免
町
で
は
、
国
技
と

さ
れ
て
い
る
相
撲
競
技
を
担
当

い
た
し
ま
す
ｃ

町
民
皆
さ
ん
と

一
緒

に
成
功
さ
せ
ま
し

よ
う

／

と
き
め
き

出
会

い

み
な
ぎ
る
力

∂

じめまち」と一緒に保管 していただければ幸いです。「広報
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ィ´ 体協だより 3
一緒にイイ汗流しましょう/
(入部希望者 は下記 までご連絡 を)

午前 7時～ 8時 志 免 中 学 校
J己女子 フロ毎女
1口,935-7100

券≦しく

'舌

蒻

"す

～る華豪を目白勺とし
ています。

午後 8時半～ 9時半 邦
０４
伸
８３

野
９３
牧

ａ 青年男子、女子一緒に走ろう4/

午後 8時～10時 中 央 小 体 育 館 中
山  孝 一

1口,935-1001 部員募集中
`′

午後 5時半～ 7時半 志 免 中 武 道 場 案 浦  善 晴,日 6`11-2952
5才以 上男 女 を問 わず加入 で
きます。

午後 5時 ～ 8時
午後 5時～ 7時 町 民 体 育 館

橋 本  俊 嗣
1日1936-5208

火・本。午後 6時～8時
土 ク 3時～5時 南 小 体 育 館

剣道を通じて親子の対話を
`′お父さん、お母さんお気軽に

……お越しください。

午前10時～12時
横
ト一

場

コ

役
スニ

旧
テ

犀慕   青ヨこ]
■:,935-1001

楽消

ｏ

解

う

ス

よ

レ

し

卜

ま

ス

し

と
流

進

を

曽

■

力

く

体

し

午前 9時半～12時半 総合スポーツ公園 中牟 田修 身■:,935-1001
青空 の下 、
と う。 部員

思 い切 り白球 を打
募集 ′′

午後 6日寺～ 9日寺
午後 6時～ 8時

町 民 体 育 館
桜 瞳共同利用施設体育館

世 利  勝 義
1ヨP935-1789

に

を

強

会

増

入

性

待

女

お

健と

。

美

す
は

ま

方

し
の
ち

力

に

体

康

午後 5時半～ 7時 岩崎神社横相撲場 世利良木 935-1001
吉村  定 935-2367 軽気お方るあの味皿（　

ｏ

に

ぞ

も

ど

す

に

午後 7時～ 9時 町 民 体 育 館
楢橋  虎雄
■ヨ,935-1266 きたえよう心と体。

午後 7時半～10時 志 免 中 卓 球 場 碇  俊 行に )2ヨ,935-2528

午後 7時半～ 9時半 町 民 体 育 館 杉 本 美 喜 子■3,621-1662

卓球を通じ、素晴らしい思い

出を残して見ませんか/

西 小 運 動 場
中日半 憲 三
8935-8974

中 央 小 運 動 場 桐 島  俊 一■ヨ:935-3792

浦 田   禎
■ヨP935-8053

西 小 運 動 場 中 馬a935
猛
-1495

中 央 小 運 動 場
広 川  政 幸
1ヨ,936-0649

南 小 運 動 場
藤 原  保
8936-09.

明
26

東 公 園 グ ラ ン ド 井
上   修
8935-2563

中 央 小 運 動 場
安部  征 夫
■:,935-1449

中 央 小 運 動 場
音 田  宏 生
1コP936-0017

栗 山 正 幸
‐ 935-2211

西 小 運 動 場
西村  芳 雄
=ヨ

1621-3115

東 小 運 動 場
鹿 島  吉 孝
1口1935-3294

東 公 園 グ ラ ン ド 水
上  義 春
8935-2557

南 小 運 動 場 作蔵
-9011

平 山
8935

町民の皆さん一緒にグランド

を走り廻りませんか。各チー

ム共皆様のご参加をお待ちし

ています。

社会人の方ならば誰でも、加

入́できますc

お気軽にどうぞ。お尋ねくだ

さい。

リーグ戦開幕 (前期 )

成人ソフト大会

動方女子ソフト大会

ジュニアソフト大会

リーグ戦 (後期 )

水戸杯 トーナメント大会

日丁ifミ‐市不     ″      ク

午後 7時半～ 9時半 西地区社会体育館 加 賀 田悦 子‐ 935-1705
地域 の親睦 とス トレス解消 の
ため人 部 しませ ん か′′

午後 7時半～ 9時半 志 免 中 体 育 館 内 山 久枝1日1935-7731
フ レ

ー ツレ

な

み
ユ
て

シ

し
ツ
■π
一

貴 女ヘ バ レー ボ
ませ ん か〃

午後 7時半～ 9時半 中 央 小 体 育 館南 /」 ヽ f本  育 館
田 中恵 美子
■■935-5479

活気 あふ れ るママ さえば か り
貴 女 もど うぞ7

午後 8時～10時 南 小 体 育 館
山崎 千 枝 子
lE,936-0029

′` くア)体 力 を維持 す るため にバ
レー ボー ルで汗 を .4′

午後 8時～10時 南 小 体 育 館
子

５１
脇
893

代
３１
佳
６．

|ま とんどシニアチームです若 さ
を保つために頑張 っています 4′

午後 7時半～ 9時半 東 小 体 育 館志 免 中 体 育 館
高橋
a93
と き え
5-8719

バ レー ボーールの好 きな貴 女 /
お待 ち して い ます。

午後 7時半～ 9時半 西地区社会体育館 堤  都 子1口1611-2594
運 動 不足解 消 の ため に、一緒
にいい汗 をか きま しょ う

`′

午後 7時半～ 9時半 東 小 体 育 館 辻
ヨ シ ノ

E:,935-6607
新 しいチームです .′
貴女 も ‐緒 にバ レー を 4′

午後 8時～10時 志 免 中 体 育 館
小 山
■,94'

月孝多
7-5416

仕 事 の後 の爽 や か な汗 、最 高
です。一緒 にバレーボールを

`′

午後 8時～10時 東 小 体 育 館
東 地 区 社 会 体 育 館

高橋  敏博
a935-8719

30才 か らス ター ト楽 しいバ レ
ーボールを

`′

午後 8時～10時 東 小 体 育 館
進
45

生 田
8935-97 若者よ集まれ

`′

午後 8時～10時 東 小 体 育 館
東 地 区 社 会 体 育 館

香 代子
6-3827

丸 田
893 若者よ集まれ

`′午後 5時～ 7時
IFし 土曜 日 1日寺 ～ 3日寺 南 小 体 育 館

高橋  敏治
8936-1900

る
す

楽 しく活動 す
ンバ ンテい ま

事 を目的 に ガ

午後 5時～ 7時半 東 小 体 育 館 中筋 宗 司■:,935-6100
東小 バ レーの指 導 をや ってみ
たい方は左 記 までご連絡下 さい。

午^後 5日寺～ 7日寺
[1し 十曜H2日寺～ 5日寺

中 央 小 体 育 館
日丁 民: イ本 育  食官

管   正 範
■:'935-0023

スポーツの楽 しさをバ レーボー
ルを通 して味 わっていきたい 4′

午後 5時～ 7時半
1旺 ±1時半～3時半 西 小 体 育 館

羽原  哲 男
1口1936-6051

ろボ
を
一
事
レ
な

バ

ん
―ルを通 して、い
学 んでいます。

午後 5時～ 7時半
千■し土曜 日3日寺 ～ 6日寺

東地区社会体育館 中村
フサ子

1日)936-4336
て
″
育
負
を

一

子

と
る
あ
な
で
に
ま

き

へ
＾

子

ご

漱

メ

ヵ

コ
ツ
．ヨ一泌

ポ

す
ス
ま

ヽ_

「広報じめまち」と一緒に保管していただければ幸いです。
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硬
式
テ
ニ
ス
協
会

硬
式
テ
ニ
ス
協
会
紹
介

野
中
　
明
人

（志
免
四
）

当
協
会
も
昨
年
、
創
立
十
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。協
会
員
の
精
進
の
賜
物
か
、

い
や
、
そ
ん
な
高
尚
な
理
由
か
ら
で
は

な
い
。
思
う
に
、
た
だ
単
に

「
人
生
は

テ
ニ
ス
、
テ
ニ
ス
こ
そ
が
人
生
」
だ
と

思
い
こ
ん
で
い
る
人
間
が
協
会
に
あ
ふ

れ
て
い
る
の
で
、会
長
以
下
理
事

一
同
、

好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
拘
ら
ず
存
続
さ

せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
？
。
理
由
は
と

も
あ
れ
、
今
後
も
末
永
く
活
動
し
て
い

き
た
い
。

さ
て
、
当
協
会
は
、
ト
ラ
ッ
ク
協
会

の
コ
ー
ト
ニ
面
と
、
場
合
に
よ

っ
て
は

町
の
コ
ー
ト
も
利
用
で
き
、
ブ
レ
ー
環

境
は
非
常
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
協
会

員
も
実
力
者
か
ら
元
実
力
者
、
歯
の
自

さ
が
や
け
に
め
だ

つ
人
、
宴
会
に
な
る

と
実
力
を
出
す
人
ま
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
み
、
な
お
か
つ
全
体
的
に
テ
ニ
ス

の
技
量
も
相
当
な
も
の
で
す
．
主
な
活

動
は
、
郡
大
会
参
加
の
他
、
春
季

（
４

～
６
月
）
及
び
秋
季

（
９
～
１１
月
）
の

原
則
と
し
て
日
曜
日
毎
に
、　
一
般
町
民

も
対
象
と
し
た
ス
ク
ー
ル
を
実
施
し
て

お
り
、
わ
か
り
や
す

い
指
導
と
好
評
を

博
し
て

（？
）
い
ま
す
。
さ
ら
に
ス
ク

ー
ル
の
最
終
日
に
は
、
ス
タ
ー
ル
の
成

果
を
試
す
機
会
と
親
睦
を
兼
ね
て
テ
ニ

ス
大
会
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
た
協
会
員

の
楽
し
み
と
な

っ
て
い
ま
す
ｃ

以
上
、
当
協
会
を
簡
単
に
、
か
つ
、
あ

り
の
ま
ま
に
紹
介
し
ま
し
た
が
、
ウ
ィ

ン
ブ
ル
ド
ン
を
夢
み
る
方
、
特
に
若
い

方

（自
分
で
若
い
と
思
う
方
も
含
む
）、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
の
ぞ

い
て
み
ま
せ
ん

か
。
初
心
者
の
方
も
お
気
軽
に
ｃ

寒

い
日
で
も
、
体
育
館
に
バ
ス
ケ
ッ
ト

仲
間
が
集
ま
リ
ボ
ー
ル
を
握
れ
ば
、
暑

さ
寒
さ
も
感
じ
ま
せ
ん
。

現
在
、
毎
週
欠
か
さ
ず
練
習
に
参
加

し
て
い
る
の
は
、
男
女
２０
人
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
で
体
を
ほ
ぐ
し
、

四
角
パ
ス
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ

ョ
ッ
ト
等

の
基
礎
練
習
、
最
後
に
ゲ
ー
ム
で
汗
を

流
し
ま
す
。
「
シ

ュ
パ

ッ
」
と
ボ
ー
ル
が

リ
ン
グ
の
ネ
ッ
ト
を
通
過
す
る
瞬
間
の

爽
や
か
さ
が
た
ま
り
ま
せ
ん
。

大
会
は
春
、
秋
の
郡
内
８
か
町
に
よ

る
リ
ー
グ
戦
、
夏
の
都
民
体
育
大
会
、
他

の
町
に
比
べ
て
、
長
身
者
が

い
な
い
の

で
成
績
の
ほ
う
は
今

一
歩
、
し
か
し
勝

負
は
別
に
し
て
、
み
ん
な
で
ゲ
ー
ム
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

楽
し
み
だ
け
で
な
く
、
も

っ
と
技
術

を
み
が
き
た
い
者
に
は
、
郡
の
選
抜
チ

ー
ム
で
頑
張
り
、
全
国
大
会
を
目
指
し

て
い
る
者
も

い
ま
す
。
も
う
す
で
に
８

名
が
全
国
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

も
う
す
ぐ
春
、
４
月
か
ら
春
の
粕
屋

郡
リ
ー
グ
戦
が
始
ま
り
ま
す
。
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
の
経
験
者
の
皆
さ
ん
、
み

ん
な
と

一
緒
に
い
い
汗
流
し
ま
せ
ん
か
。

陸
　
　
上
　
　
部

「す
ば
ら
し
い
仲
間
」

稲
永
　
明
弘

（南
里
ｌ
）

「も
う

一
度
、
陸
上
を
や

っ
て
み
よ

う
。」
そ
う
思

っ
た
の
は
、
昨
年
の
春
で

し
た
。
毎
日
、
ダ
ラ
ダ
ラ
と
過
ご
す
よ
り
、

一
、
二
時
間
で
も
い
い
か
ら
真
剣
に
な

れ
る
時
間
を

つ
く
ろ
う
″
と
思
い
、
目

標
は
福
岡
県
代
表
と
な

っ
て
全
国
青
年

体
育
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
で
練
習
を

始
め
ま
し
た
。
仕
事
の
後
、
夜
八
時
か

ら
十
時
ま
で
、
「他
の
人
は
家
で
の
ん
び

り
し
て
い
る
だ
ろ
う
な
―
何
で
自
分
だ

け
。」
と
時
々
悔
ん
だ
り
も
し
ま
し
た
ｃ

し
か
し
、
「
一
生
で
、
た

っ
た
半
年
、

た

い
し
た
事
で
は
な

い
な
。
」
と
思

い
、

毎
回
充
実
し
た
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な

し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
全
国
青
年
体
育
大
会
出

場
、
四
〇
〇

ｍ
、
三
位
、
ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
リ
レ
ー
、
二
位
の
満
足
の
い
く
成
績

を
収
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
．

そ
れ
と
、
全
国
各
地
の
人
々
と
の
出

合

い
は
、
と
で
も
素
晴
ら
し
い
も
の
で

し
た
。
こ
の
大
会
で
得
た
こ
と
は
、
最

初
か
ら
あ
き
ら
め
ず
に
、
ま
ず
、
行
動

す
る
こ
と
。
結
果
は
良

い
に
こ
し
た
事

バ
ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル
部

ス
ポ

ー
ツ
で

い
い
汗
流
そ
う

中
山
　
孝

一
（田
富
）

毎
週
、
本
曜
日
午
後
８
時
、
志
免
中

央
小
体
育
館
に
、
高
校
生
や
大
学
生
、

仕
事
を
終
え
た
社
会
人
が
、
今
晩
は
、

今
晩
は
」
と
集
ま

っ
て
き
ま
す
。

真
夏
の
暑
い
日
や
雪
が
降
る
ど
ん
な

は
な
い
が
、
そ
の
結
果
を
出
す
ま
で
の

努
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
陸
友
会
の

皆
さ
ん
が

一
緒
に
な

っ
て
遅
く
ま
で
練

習
に
協
力
を
し
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。

又
、
一
人
で
は
継
続
出
来
に
く
い
事
も
、

チ
ー
ム
カ
に
よ
り
良

い
成
果
を
得
ら
れ

る
こ
と
で
す
。

平
成
元
年
度
の
目
標
は
、
１２
月
に
ハ

ワ
イ
で
開
催
さ
れ
る

「
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ

ソ
ン
大
会
」
に
出
場
す
る
こ
と
で
す
。

陸
友
会
か
ら
も
数
名
出
場
さ
れ
る
の
で

全
員
が
完
走
出
来
る
よ
う
に
大
会
に
向

け
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

そ
の
他
、
陸
友
会
で
は
、
夏
は
キ
ャ

ン
フ
、
冬
は
ス
キ
ー
等
、
陸
上
だ
け
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
「仲
間
を
集
め
て
何
か
を

や
ろ
う
″
」
と
、

い
ろ
ん
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
．
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

又
、
楽
し
い
事
柄
や
、
楽
し
い
催
し
、

い
ろ
ん
な
情
報
を
提
供
し
て
く
だ
さ
い
ｃ

今
後
と
も
、
陸
友
会
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
ｃ

「広報じめまち」と一緒に保管していただければ幸いです。

，
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居

〈□
　
道
　
部

飯
田
　
誠

（志
免
四
）

最
近
青
少
年
を
中
心
に
、
剣
道

の
普

及
は
目
ざ
ま
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

居
合
道

の
関
心
も
大

い
に
高
ま

っ
て

い

ま
す
。

剣
道
と
居
合
道
と
は

「剣
居

一
体
」

と

い

っ
て
、　
一
体
不
可
分
の
関
係

に
あ

り
、
剣
道
を
や
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
や

ら
な

い
人
も
含
め
同
好
者
が
増
え
て
き

ま
し
た
。

居
合
と
は
座

っ
た
ま
ま
、
あ
る
い
は

立

っ
た
姿
勢
か
ら
、
抜
き
打
ち
に
相
手

を
切
り
、　
一
瞬
の
う
ち
に
勝
を
得
る
剣

技
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
今
日
の
居
合

道
は
、
日
本
古
来
の
伝
統
を
も

つ
、
日

本
刀
の
操
法
の
修
練
を
通
じ
身
体
を
強

健
に
し
、
正
し
い
精
神
を
養
う
も
の
で

あ
り
ま
す
。
刀
に
は
初
心
者
の
う
ち
は

摸
擬
刀
を
使

い
ま
す
が
、
有
段
者
と
も

な
れ
ば
真
剣
を
用
い
る
た
め
、
静
か
ら

動
の
動
作
に
集
中
力
が
養
な
わ
れ
人
間

形
成
に
有
効
で
す
。

毎
週
木

・
土
曜
日
の
午
後
七
時
か
ら

九
時
ま
で
、
志
免
町
民
体
育
館
に
お
い

て
、
小
学
生
の
女
の
子
か
ら
、
六
十
ウ

ン
才
の
人
ま
で
練
習
に
汗
を
流
し
て
い

ま
す
。
日
常
生
活
の
中
に
趣
味
を
も

つ

こ
と
は
、
楽
し
い
こ
と
で
す
。
老
若
男

女
を
問
わ
ず
参
加
出
来
ま
す
の
で
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
入
部
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。剣

　

道

　

部

丸
山
　
孝
雄

（音
原
）

現
在
、
志
免
町
に
は
二
つ
の
道
場
が

あ
り
ま
す
。
志
免
心
正
会
　
小
林
鶴
児

（教
士
七
段
）
先
生
と
、
桜
武
館
　
宮

川
英
俊

（教
士
七
段
）
先
生
が
指
導
さ

れ
て
い
ま
す
ｃ

今
回
は
、
志
免
心
正
会
を
ご
紹
介

い

た
し
ま
す
。
志
免
心
正
会
は
、
現
会
長

の
小
林
先
生
が
、
青
少
年
の
健
全
育
成

と
不
良
化
防
止
の
為
、
勤
務
の
傍
ら
、

近
所
の
子
供
達
を
集
め
て
指
導
さ
れ
た

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
頃
の
防
具
と
い
え
ば
満
足
す
る

物
は
な
く
、
い
ろ
ん
な
学
校
を
回
わ
ら

れ
、
貰

っ
て
来
て
は
、
そ
れ
を
修
繕
さ

れ
子
供
達
に
与
え
ら
れ
、
先
輩
か
ら
後

輩

へ
と
受
け
継
が
れ
て
稽
古
に
励
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
苦
し
い
時

代
か
ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
剣
道

の
実
力

よ
り
も
物
を
大
切
に
す
る
精
神

を
特
に
厳
し
く
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
道
場
を
卒
業
さ
れ
た
剣
士
達
は
、

数
千
名
を
越
え
て
お
り
、
全
国
各
地
に

お
い
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

来
年
度
は
、
発
足
三
十
五
周
年
を
迎

え
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
、
さ
ら
に

一

層
練
習
に
励
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ｔ
エ
　

ム
で
、
権
Ｆ二
部
主
催
の
大
会
、

二
／

て
，
Ｔ
　
一ノ
、
福
岡
県
小
学
生
大

会
な
ど
の
年
間
数
多
く
の
試
合
１１
そ
な

え
て
、
毎
日
の
よ
う
に
練
習
を
重
ね
て

い
ま
す
。

志
免
中
央
小
学
校
の
ジ

ュ
ニ
ア
チ
ー

ム
は
、
女
子
だ
け
で
す
が
、
放
課
後
の

午
後
五
時
か
ら
七
時
ご
ろ
ま
で
、
週
三

～
四
回
と
い
う
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
こ
れ

ま
で
練
習
し
て
き
ま
し
た
。
お
か
げ
様

で
、
粕
屋
郡
春
季
大
会
で
五
年
生
は
パ

ー
ト
優
勝
。
ま
た
、
ラ
イ
オ
ン
カ

ッ
プ

で
は
六
年
生
が
、
中
部
地
区
大
会
ま
で

出
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、
粕
屋
郡
の
秋

季
大
会
で
は
、
五
年
生
も
六
年
生
も
準

優
勝
と
い
う
願

っ
て
も
な
い
成
績
を
修

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
央
小
に

限
ら
ず
各
校
の
テ
ー
ム
及
び
志
免
男
子

チ
ー
ム
も
好
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
を
結
成
し
た
ば
か
り
の
四
月

の
段
階
で
は
サ
ー
ブ
も
満

`_

ｑ
れき

一い

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

ジ

ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
つ
い
て

菅
　
正
範

（中
央
小
）

志
免
町
の
ジ

ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
は
、
各
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を

中
心
と
し
た
テ
ー
ム
と
、
各
小
学
校
区

を
中
心
と
し
た
テ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、

活
躍
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
校
区
別
の
チ
ー
ム
は
、
粕
屋

郡
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
に
登
録
さ
れ

れ
な
い
子
が
秋
季
大
会
や
十

一
月
の
志

免
町
小
学
生
大
会
の
頃
に
は
、
ド
ラ
イ

ブ
サ
ー
ブ
な
ど
が
決
ま
る
姿
を
見
た
り

ｏ

（

ン

ち

し
て

い
る
と
子
ど
も
の
成
長
す
る
速
さ

に
驚
か
さ
れ
ま
す
ｃ

こ
の
よ
う

に
、
子
ど
も
の
中

に
秘
め

ら
れ
て
い
る
力
が
伸
ば
し
て

い
け
る
の

は
、
体
協

の
支
え
の
あ
る
各
事
業
が
充

実
し
て
い
る
お
陰
だ
と
思
う
の
で
す
。

卓

　

球

　

部

碇
　
俊
行

（別
府

一
）

志
免
町
体
育
協
会
に
加
入
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
四
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
何
も
わ
か
ら
な

い
ま
ま
参
加

し
、
卓
球
部
の
方
々
、
社
会
教
育
課
の

皆
様
の
御
指
導
、御
協
力
の
お
か
げ
で
、

こ
れ
ま
で
無
事
や

っ
て
こ
れ
た
と
思
い

ま
す
ｃ
今
後
も
卓
球
を
通
じ
、
幅
広
く
活
動

し
て
行
き
、
多
く
の
人
達
と
知
り
会
え

る
事
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
ｃ
六
月

に
は
、
町
民
卓
球
大
会
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
ｃ

ヽ

「広報じめまち」と一緒に保管していただければ幸いです。
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ヽ

卓
球
部
の
練
習
は
、
火
曜
日
、
本
曜

日
、
土
曜
日
の
夜
七
時
過
ぎ
か
ら
、
十

時
迄
志
免
中
学
校
、
金
曜
日
夜
七
時
半

か
ら
、
町
民
体
育
館
に
於

い
て
、
女
性
を

主
に
卓
球
教
室
を
開
い
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
余
暇
を
見

つ
け
て
ス
ポ
ー

ツ
を
始
め
よ
う
と
思

っ
て
お
ら
れ
る
方
、

歓
迎
し
ま
す
。
卓
球
で
、
い
い
汗
、
な

が
し
ま
せ
ん
か
／

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

私
達
が
、
健
康
で
明
る
い
生
活
を
送

る
た
め
に
は
何
か

一
つ
で
も
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
を
持
ち
、
楽
し
み
な
が
ら
、

町
内
の
方
々
の
間
に
友
人
を
作
り
、
生

活
の
幅
を
広
げ
明
る
い
環
境
の
中
で
生

活
し
て
ゆ
き
た

い
と
思
い
協
会
を
運
営

し
て
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
も
発
足
以
来
十

二
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
加
入
チ
ー
ム

は
十
四
チ
ー
ム
で
、
Ａ
Ｂ
の
ニ
リ
ー
グ

に
分
れ
て
隔
週
に
東
中
学
の
グ
ラ
ン
ド

で
熱
戦
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

二
月
の
町
長
杯
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
始

ま
り
、
リ
ー
グ
戦
に
百
数
十
試
合
の
熱

戦
を
繰
返
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
五
月

に
町
内
会
対
抗
の
成
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
年
令
別
に

選
手
の
数
を
き
め
ま
す
の
で
若

い
人
も

壮
年
の
方
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
ｃ
昨
年
六
月
の
郡
大
会
に

は
男
女
四
チ
ー
ム
が
参
加
し
男
子
は
準

優
勝
、
女
子
は
三
位
の
成
績
で
し
た
。

夏
休
み
に
は
ジ

ュ
ニ
ア
大
会
を
計
画
し

て
い
ま
す
の
で
小
学
生
は
そ
れ
ま
で
練

習
を
続
け
、
体
力
と
技
を
磨
い
て
お
い
て

下
さ
い
。
女
子
チ
ー
ム
の
大
会
も
計
画

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
町
内
、
職
場
の

同
好
の
方
で
チ
ー
ム
を
作
り
参
加
し
て

下
さ
い
。
優
勝
チ
ー
ム
は
郡
大
会

へ
出

場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
は
若
い
人
か
ら
五
十
代
ま
で

一
緒
に

プ
レ
ー
で
き
ま
す
の
で
、
親
子
揃

っ
て

楽
し
く
参
加
し
て
下
さ
い
。

軟

式

庭

球

協

会

甲
木
　
史
子

（志
免
三
）

私
は
小
学
校
の
頃
、
遊
び
程
度
で
軟

式
テ
ニ
ス
を
始
め
中
学
、
高
校
と
ク
ラ

ブ
活
動
で
汗
を
流
し
高
校
を
卒
業
し
て

す
ぐ
に
軟
式
庭
球
協
会
に
入
り
ま
し
た
．

今
年
で
二
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
昨

年
は
良

い
成
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
、

県
大
会
に
も
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
何
も
か
も
初
め
て
で
緊
張
の
し

っ
ば
な
し
で
特
に
県
大
会
で
は
男
子
二

チ
ー
ム
女
子

一
チ
ー
ム
の
団
体
戦
で
戦

わ
れ
る
の
で
他
の
選
手
の
足
を
引

っ
張

っ
て
は
い
け
な
い
と
必
死
で
頑
張
り
ま

し
た
。
調
子
が
悪

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

皆
さ
ん
に
盛
り
上
げ
て
も
ら

っ
て
何
と

か
勝
ち
進
ん
だ
の
で
す
が
準
決
勝
で
足

に
ケ
イ
レ
ン
を
お
こ
し
途
中
棄
権
と
い

う
結
果
に
終

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
ｃ
し

か
し
こ
ん
な
こ
と
が
あ

っ
て

「今
年
こ

そ
は
…
…
」
と
は
り
き

っ
て
い
ま
す
。

若
さ
と
力
で

一
戦

一
戦
を
勝
ち
進
ん
で

い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

テ
ニ
ス
は
屋
外
競
技
で
、
週

一
度
の

練
習
日
で
あ
る
日
曜
日
が
雨
に
な

っ
た

と
き
は
何
と
も
や
る
せ
な

い
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
と
違

っ
て

一
ヶ
月
に
二
、
三
度
の
ブ
レ
ー
し

か
で
き
ま
せ
ん
が
、
軟
式
庭
球
協
会
で

は
強
制
的
に
や
ら
さ
れ
る
こ
と
も
な
く

自
由
に
、
悪
く
言
え
ば
身
勝
手
に
テ
ニ

ス
が
楽
し
め
ま
す
。
テ
ニ
ス
に
興
味
の

あ
る
人
、
中
学
生
の
頃

一
、
三
度
し
か

ラ
ケ
ッ
ト
を
握

っ
た
こ
と
の
な
い
人
、

日
曜
日
に
志
免
町
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
で
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

空

手

協

会

三
戸
　
法
之

（桜
丘
二
）

桜
丘
共
同
利
用
施
設
で
週
に

一
度
、

空
手
の
練
習
を
始
め
て
か
ら
や
が
で
六

年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
若
い
頃

習

っ
て
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が

そ
の
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
年
に
な

っ
て
と
思
い
ま
し
た
が
、

奮
起
し
て
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
身
体

は
硬
く
覚
え
も
悪
く
上
達
に
は
程
遠
く
、

子
供
達
に
ど
ん
ど
ん
追

い
こ
さ
れ
る
始

末
で
す
。
真
夏
の
汗
、
冬
の
素
足
の
冷

た
さ
は
身
に
こ
た
え
る
事
も
あ
り
ま
す

が
、
現
在
二
人
の
息
子
と

一
緒
に
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

今
の
子
供
達
は
何
を
す
る
に
も
、
恵

ま
れ
た
環
境
の
中
で
好
き
な
事
の
出
来

る
時
代
で
す
。
そ
の
中
で
武
道
や
ス
ポ

ー
ツ
を
経
験
す
る
事
は
、
そ
の
汗
の
中

か
ら
克
己
心
を
養
い
、
将
来
大
き
な
心

の
支
え
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

桜
丘
道
場
も
現
在
五
十
五
名
、
練
習

も
週
に
三
度
に
な
り
ま
し
た
ｃ
町
民
体

育
館
で
は
週
に
三
度
の
練
習
日
が
あ
り

全
会
員
は
百
余
名
に
も
な
り
ま
し
た
。

昨
年
は
志
免
道
場
開
設
十
周
年
記
念

が
催
さ
れ
、
全
国
大
会
に
九
人
の
選
手

が
出
場
し
て
い
ま
す
。
来
年
の
福
岡
国

体
で
は
空
手
も
田
川
会
場
で
行
わ
れ
ま

す
。
毎
年
元
旦
朝
の
初
げ

い
こ
は
今
年

か
ら
宇
美
八
幡
宮
で
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
子
供
達
の
元
気
な
気
合

い
が
澄
ん
だ
境
内
の
空
に
響
き
、
気
持

ち
も
新
た
に
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

相

撲

協

会

柳
島
　
竜
二
（東
小
六
年
）北
区

僕
は
、
五
年
生
の
時
、
弟
の
相
撲
練

習
を
見
に
行

っ
た
の
が
き

っ
か
け
で
、

相
撲
教
室
に
入
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

最
初
は
、
友
達
も

い
な
く
、
余
り
お
も

し
ろ
く
な
く
て
、
練
習
が
き

つ
い
な
あ

と
、
思

っ
て
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
練

習
を
か
さ
ね
、
色
々
な
試
合
に
出
場
し

て
い
る
う
ち
に
、
友
達
も
で
き
て
楽
し

い
練
習
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
去
年
の
県
大
会

の
練
習
の
時

88・1:

「広報 しめまち」と一緒に保管 していただければ幸いです。
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は
、
粕
屋
地
区
合
同
練
習
で
、
篠
栗

・

宇
美

・
須
恵
の
友
達
も
大
勢
で
き
ま
し

た
。
県
大
会
で
は
団
体
で
優
勝
す
る
こ

と
が
で
き
、
皆
大
よ
ろ
こ
び
で
し
た
ｃ

九
州
大
会
で
も
団
体
準
優
勝
と
、
り

っ
ば
な
成
績
で
し
た
。
残
念
な
が
ら
僕

は
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
け

れ
ど
も
、
う
れ
し
さ
は
皆
と
同
じ
で
す

相
撲
の
練
習
で
沢
山
の
事
を
学
び
ま

し
た
。
礼
儀

・
辛
抱

・
忍
耐
…
…
な
ど

こ
れ
か
ら
も
相
撲
の
練
習
を
忘
れ
ず

に
、
何
事
に
も
く
じ
け
ず
、
が
ん
ば

っ

て
進
み
た
い
と
思

い
ま
す
ｃ
相
撲
に
興

味
の
あ
る
人
は
、　
一
度
、
練
習
を
見
学

し
て
み
た
ら
い
か
が
で
す
か
。

柔

　

道

　

部

柔
道
の
試
合
の
日

大
塚
　
晃
敬

（西
小
五
年
）
（別
府
一

粕
屋
郡
少
年
柔
道
大
会
の
当
日
に
な

り
ま
し
た
。
朝
早
く
か
ら
し
た
く
を
し

て
出
発
し
ま
し
た
．
練
習
場
Ｉ
つ

¨
て

見
る
と
、
み
ん
■
こ
ｉ
ｔ
う
、
■
一丁

三
す

め
て
い
ま
し
た

´
先
生
に
お

■
き

つ
を

し
て
、
ぼ
く
も
練
習
を
始
め
ま
し
た

．

練
習
が
終

っ
て
、
試
合
を
す
る
道
場

へ
行
き
ま
し
た
。
入

っ
て
、
志
免
と
書

い
て
あ
る
所
に
行
き
ま
し
た
。
ま
ず
中

学
生
の
団
体
戦
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
団
体
戦
が
終

っ
て
お
昼
ご

飯
を
食
べ
ま
し
た
。
今
度
は
、　
一
年
生

か
ら
四
年
生
の
個
人
戦
が
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
試
合
を
し

っ
か
り
み
て
い
ま

し
た
。
今
度
は
、
自
分
の
学
年
の
試
合

が
始
ま
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
は
ん
て

い
勝
ち
で
三
回
戦
ま
で
い
き
ま
し
た
ｃ

三
回
戦
ま
で
い
っ
た
の
は
始
め
て
だ

っ

た
け
ど
、
負
け
た
の
で
く
や
し
か

っ
た

で
す
。
こ
れ
か
ら
も

一
生
け
ん
め
い
練

習
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

‘
づ
蟻

各
種
大
会

・
教
室
等
に

ぜ
ひ
ご
参
加
を
／

（
予
定
）

※
詳
し
く
は
各
部

・
協
会

ヘ

〔バ
レ
ー
ボ

ー
ル
協
会
〕

５
月
　
第

１５
回

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

６
月
　
第
１３
回

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

第
９
回

動
労
者
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

７
月
　
第

１５
回

ジ

ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

■
人
ヘ
ム

〔硬
式
テ
ニ
ス
協
会
〕

４
月

１
６
月
　
春
季
テ
ニ
ス

ス

ケ

ー

ル

６
月
　
町
内
大
会

９
月
～
Ｈ
月
　
秋
季
テ
ニ
ス

ス

タ

ー

ル

Ｈ
月
　
町
内
大
会

〔相
撲
協
会
〕

７
月
―
　
相
撲
教
室

〔
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
協
会
〕

５
月
一　
一弔
１
回

成
人
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会

７
日
一　
一ン
ュ
ニ
ア
ー
′
フ
ト
ホ
ー
ル

ト
〈
ヘ
ム

〔卓

球

部
〕

６
月
　
第
１
回
卓
球
大
会

一剣

道

部
〕

８
月
　
暑
中
稽
古
会

１０
月
　
岩
崎
神
社
剣
道
大
会

１
月
　
寒
中
稽
古
会

〔バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
〕

２
月
　
志
免
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ギ↑
―
ル
」父
」臥
／、ム

第
３８
回
粕
屋
郡
民
体
育
大
会

Ｃ

と

　

き

○

と

こ

ろ

○

と

　

き

○

と

こ

ろ

那
内
８
町
の
選
手
が
、
日
頃
の
鍛
練
を

競
う
郡
民
体
育
大
会
が
、
右
記
の
と
お

り
行
な
わ
れ
ま
す
。

応
援
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

第
３２
回
福
岡
県
民
体
育
大
会

（
秋
季
大
会
）

７
月
９
日
（
日
）

主
催
町
　
粕
屋
町

協
力
町
　
須
恵
町

９

月

３

日

日

～

４

目

月

北
九
州
地
区

町
主
催
大
会

４

月

～

１０

月

女
性
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

４
／
９
　
歩
こ
う
／

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会

６
月
　
　
軽
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

８
／
６
　
中
高
校
生
球
技
大
会

９
月
　
　
体
カ
テ
ス
ト

ー０
／
１５
　
町
民
大
運
動
会

１１
／
５
　
町
民

マ
ラ
ソ
ン
大
会

Ｈ
／
２６
　
武
道
大
会

２
年
２
／
４公
民
館
対
抗
綱
引
き
大
会

町
民
だ
れ
も
が
参
加
で
き
る
催
し
を

行

っ
て
い
ま
す
。

ど
し
ど
し
、参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

じ

し _

「広報 じめまち」と一緒に保管していただければ幸 いです。
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ス
ポ
ー
ツ
の
科
学

ミ
ド

ル
エ
イ
ジ

の
運
動

―

健
康
づ
く

り

―

《
三
日
坊
主
を
続
け
よ
う
〉

私
た
ち
の
か
ら
だ
は
、
個
人
差
が
あ

り
ま
す
が
、
２０
歳
を
過
ぎ
た
ら
老
化
が

は
じ
ま

っ
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

「
か
ら
だ
を
動
か
し
て
、
若

い
こ
ろ

の
体
力
を
と
り
も
ど
そ
う
」
な
ど
と
急

に
運
動
を
は
じ
め
る
と
、
運
動

の
や
り

す
ぎ
な
ど
で
か
ら
だ
を

こ
わ
す
原
因
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
．

ヘ
■3
ヽ

n ″ヽ 、
lI ｀

`′

ノ
ヽ

へ

ヾ
ｒ
ｔ

‘
ノ
´

Ｃ
ヽ

「今
ま
で
の
体
力
を
な
ん
と
か
長
持

ち
さ
せ
よ
う
」
と
考
え
る
こ
と
が
大
切

で
し

ょ
う
ｃ

ま
た
、
「毎
日
欠
か
さ
ず
や
る
」

の
が

い
い
と
も

い
わ
れ
ま
す
が
、
か
ら
だ

の

状
態
は
毎
日
変
化
し
て
い
ま
す
。

運
動
を

ひ
か
え
た
方
が

い
い
時
は
、

「
疲
れ
た

。
い
や
だ
」
と

い

っ
た
気
持

の
合
図
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時

は

「
休
む
」

こ
と
も
大
切
に
な

っ
て
き

ま
す
ｃ
「
三
日
坊
主
」
と

い
う
と
、
な
ま
け

者

の
よ
う
で
す
が
、

ミ
ド
ル

エ
イ
ジ
の

運
動

に
関
し
て
は
、
「
三
日
坊
主
を
何
回

も
く
り
か
え
し
て
続
け
る

一
こ
と
が
か

ら
だ

の
た
め
に
効
果
的
で
す
ｃ

《
ラ
ジ
オ
体
操
は
三
日
坊
主
に
い
い
〉

体
操
は
、
短
時
間
で
、
誰
で
も

。
ど

こ
で
も

。
い
つ
で
も

マ
イ
ベ
ー
ス
で
で

き
る
運
動
で
す
。
ミ
ド
ル
エ
イ
ジ
の
運

動
に
適
し
た
も
の
の

一
つ
で
あ
る
と
い

え
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
「
ラ
ジ
オ
体
操
」
は
、

多
く
の
人
が
知

っ
て
い
て
、
ラ
ジ
オ
を

聞
き
さ
え
す
れ
ば
、
正
し
い
指
導
も
受

け
ら
れ
る
最
適
な
体
操
と
い
え
る
で
し

よ
う
ｃ

《
ラ
ジ
オ
体
操
の
運
動
効
果
〉

町
一ラ
ジ
オ
体
操
は
か
ら
だ
を
柔
軟
に
し

ま
す
。

ラ
ジ
オ
体
操
は
、
か
ら
だ

の
す

べ
て

の
筋
肉
や
関
節
を
十
分

に
動
か
す

こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
人
の
老
化
度
と
深

い
関
係
が
あ

る
も
の
に
背
骨

の
柔
ら
か
さ
が
あ
り
ま

二，
．ラ
ジ
オ
体
操
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て

柔
軟
性

を
保
ち
老
化
防
止

に
役
れ

て
る

二
と
が
で
き
ま
す
ｃ

区
ラ
ジ
オ
体
操
は
血
液
循
環
を
促
進
し

ま
す
ｃ

血
液
循
環
は
、
「
心
臓

・血
管

・筋
肉
」

の
三

つ
の
共
同
作
業

で
行
わ
れ
ま
す
。

筋
肉
を
適
度

に
動
か
し
て

い
れ
ば
、

全
身
に

は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て

い
る
毛
細

血
管

に
た
く
さ
ん
の
血
液
が
流
れ
、
細

胞

に
十
分
な
量
の
酸
素
や
栄
養
素
を
補

給
し
、
生
き
生
き
と
活
動
さ
せ
る
二
と

が
で
き
ま
す
。

亘
ラ
ジ
オ
体
操
は
体
温
を
高
め
ま
す
．

私
た
ち
の
か
ら
だ
は
、
内
臓
な
ど
が

活
発
に
働
く
状
態
を
保

つ
た
め
に
、
暑

い
と
き
は
汗
を
か
い
て
熱
を
発
散
さ
せ
、

寒

い
と
き
は
無
意
識
に
筋
肉
を
動
か
す

な
ど
し
て
熱
を
生
産
し
、
体
温
を

一
定

に
保
と
う
と
し
ま
す
．

と
こ
ろ
が
、
最
近
、

冷
暖
房
の
普
及
に

よ

っ
て
、
体
内
の

体
温
自
動
調
節
機

能
が
う
ま
く
働
か

な
く
な
り
、
体
温

が
低
め
に
な
り
が

ち
で
す
。

ラ
ジ
オ
体
操

で
か
ら
だ
を
動

か
す
こ
と
に
よ

り
、
血
液
の
酸

素
や
栄
養
素
の

運
搬
能
力
も
増

加
し
ま
す
っ

―
ラ
ジ
オ
体
操
に
プ
ラ
ス
し
て
―

〈
後
に
倒
れ
る
〉

①
正
座
の
姿
勢
か

ら
後
に
手
を

つ

き
な
が
ら
徐
々

に
倒
れ
る
。

②
こ
の
姿
勢
を
２

～
３
分
普
通
の

呼
吸
を
し
な
が

・（
（
・
竃

「

~｀
ヘ~｀
)ノ

ら
保

つ
。

〈
上
体
を
そ
ら
す
〉

①
う

つ
ぶ
せ
の
姿

か
ら
息
を
吸

い

な
が
ら
上
体
を

そ
ら
す
ｃ
　
　
　
　
　
　
Ａぼ
レ

②

こ
の
姿
勢
を
１０
秒
程

度
普
通
の
呼
吸
を
し

な
が
ら
保

つ
。

◎
腹
部
を

つ
け
た
状
態

で
、
背
中
を
わ
ん
曲

さ
せ
、
日
は
後
方
を

見
る
つ
も
り
で
行
う
。

〈
背
中
を
伸
ば
す
〉

Ｃ
脚
を
前
に
投
げ
出
し
た
姿
勢
か
ら
息

を
は
き
な
が
ら
前
に
ま
げ
る
。

②
こ
の
姿
勢
を
‐０
秒
程
度
普
通
の
呼
吸

を
し
な
が
ら
保

つ
．

◎
腰

・
ひ
ざ
の
裏
を
伸
ば
す
．

〈
合
し
ょ
う
し
て

頭
上
に
手
を
伸
ば
す
〉

■
胸
の
前
で
合
し
ょ
う
す
る
．

②
息
を
吸

い
な
が
ら
両
腕
が
耳
に
つ
く

ま
ま
で
伸
ば
す
ｃ

・０
伸
ば
し
き

っ
た
ら
息
を
は
き
な
が
ら

元
に
も
ど
す
。

◎
ゆ

っ
く
り
と
し
た
動
作
で
５
回
胴
体

を
伸
ば
す
よ
う
な

つ
も
り
で
行
う
。

〈
ね
じ
る
〉

（じ
左
脚
を
前

に
出
し
右
脚
を
折
り
曲
げ

て
左
脚
の
ひ
ざ

の
外
側

に
立

て
る
ｃ

Ｆ
）
右
手
は
右
腰
の
後

に
つ
い
て
か
ら
だ

を
き
さ
え
、
左

ひ
じ
で
右
脚
を
お
さ

え

る

ｃ

Ｏ
息
を
は
き
な
が
ら
右
の

方
向
に
ね
じ

っ
て
い
き
、

１０
秒
程
度
普
通

の
呼
吸
を
し
な
が

が
ら
こ
の
姿
勢

ヽ
ノ
＞

´

を
保

つ
。

◎
左
右
２
回

ず

つ
行
う
．

ぐコ

編集後記

新
し
い
年
が
明
け
て
間
も
な
く
、
平
成
と
い
う
新
時
代
が
幕
を

開
け
ま
し
た
〓
こ
の
新
時
代
と
と
も
に
、
会
員

一
人
ひ
と
り
が
町

民
の
社
会
教
育
、
生
涯
教
育
の
推
進
役
と
し
て
活
躍
し
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
人
づ
く
り
の
活
動
源
と
な
り
、
ま
た
、
こ
の
広
報
が

一
役
を
に
な
う
な
ら
ば
幸

い
で
す
。

「広報 じめまち」と一緒に保管 していただければ幸いです。

ミ
ボ
ル
■
イ
ジ

一
一
一一一
一Ｏ
Ｅ
難


